
介護保険制度の改正の全体像（資料番号３） 調査結果からみえる課題（計画書（素案）p.32） 第８期計画の記載箇所

・地域包括ケアシステム、介護保険制度を基盤とした地域共生社会づくり p.74　②相談支援体制の整備
断らない包括的な支援体制について記載。

・介護サービス需要の更なる増加・多様化、現役世代（担い手）減少への
対応

３　介護保険サービスの充実について
５　介護人材の確保及び介護職員の負担軽減について

p.64　地域密着型サービスの施設等の整備見込み
定期巡回・随時対応型訪問介護看護の公募による整備について記載。
p.86　４　介護保険制度を円滑に運営するための方策
介護人材の確保、介護分野の文書に係る負担軽減について記載。

・通いの場の拡充等による介護予防の推進
・地域支援事業等を活用した地域づくりの推進

・認知症施策推進大綱等を踏まえた認知症施策の総合的推進 ２　認知症施策について p.51-54　５　認知症施策の推進
既存事業の継続。新たに、③認知症ケアパスの普及を記載。

・地域特性等に応じた介護サービス基盤整備 ３　介護保険サービスの充実について p.64　地域密着型サービスの施設等の整備見込み
定期巡回・随時対応型訪問介護看護の公募による整備について記載。

・質の高いケアマネジメントに向けた環境整備 p.49　⑤　地域ケア会議
既存事業の継続。当市においては、介護支援専門員の他、保健医療及び
福祉に関する専門的知識を有する者（理学療法士、作業療法士、歯科衛
生士、薬剤師、管理栄養士）により構成される地域ケア会議を設置してい
る。

・医療介護連携の推進 p.50　４　在宅医療・介護連携の推進
既存事業の継続。

・新規人材の確保、離職防止等の総合的人材確保対策
・高齢者の地域や介護現場での活躍促進
・介護現場の業務改善、文書量削減、ロボット・ＩＣＴの活用の推進

介護保険制度の改正の全体像・調査結果からみえる課題に対する事業や取組の記載箇所

p.45-46　２　一般介護予防事業の推進
既存事業の継続。
p.73　⑦高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施
新たに記載。
p.55　①生活支援体制整備事業
既存事業の継続。

p.86　４　介護保険制度を円滑に運営するための方策
介護人材の確保、介護分野の文書に係る負担軽減について記載。

１　介護予防・通いの場について
４　地域づくりの参加について

５　介護人材の確保及び介護職員の負担軽減について

〇地域共生社会の実現と２０４０年への備え

１．介護予防・地域づくりの推進～健康寿命の延伸～・「共生」・「予防」を両輪とする認知症施策の総合的推進

２．地域包括ケアシステムの推進～地域特性等に応じた介護基盤整備・質の高いケアマネジメント～

３．介護現場の革新～人材確保・生産性の向上～
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